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概要
吉野郡(東)の特徴について

各町村にある教材

本校における指導例



吉野郡(東)の特徴
 吉野郡(東)は、奈良県の南東部に位置する

３町６村からなる。

 面積は、奈良県全体の約33.1％

人口は、奈良県全体の約 2.9％（H27年10月）

 吉野熊野国立公園、室生赤目青山国定公園、

県立吉野津風呂自然公園

 吉野川（紀ノ川）、新宮川（熊野川）

 弥山、伯母ヶ峰、高見山など

奈良県ＨＰ＞トップページ＞県の組織＞くらし創造部景観・

環境局＞景観・自然環境課＞自然公園の概要 から引用



吉野川の河岸段丘
 吉野川は、大台ヶ原山付近に源を発し、川上村、吉野町、大淀町、下
市町、五條市から和歌山県に入り、紀ノ川となって紀伊水道へ流れる
一級河川である。

 吉野町以西は、中央構造線に

沿って流れている。

 吉野川流域では、河岸段丘が

見られる地域がある。 大淀中学校から見られる河岸段丘



国土地理院 地理院地図 から引用

下流（西）から上流（東）を望む高さ方向の倍率 ３倍



国土地理院 地理院地図 から引用

高さ方向の倍率 １倍 高さ方向の倍率 ３倍

千石橋から北東方向を望む



国土地理院 地理院地図 から引用

高さ方向の倍率 １倍 高さ方向の倍率 ４倍

大淀中学校から千石橋方向を望む



川上村白屋の石灰岩
 白屋地区には石灰岩を掘った穴がいくつか残っている。吉野町匡栖で
は手漉き和紙を白くするために、ここで採れる石灰岩を粉にしたもの
を使っていたと言われている。

 この地域の地層は、大陸プレートの下に海洋プレートが潜り込むとき、
底付け作用でできた付加帯が隆起したものであるため、下へ行くほど
年代が新しい。



川上村東川の枕状溶岩
 川上村東川の高佐地区に見られる。この地域がかつて水底であり、火
山活動があったことが分かる。

 枕状溶岩のでき方

まず、海底で高温の溶岩が海水に触れて急冷される。そして、急冷さ
れた部分には筒状の薄い殻ができる。しかし、内部はまだ溶けたままで
あるため、次々と溶岩が流れ出ると、押し出されて殻が破れ、再び海水
とふれて殻ができる。

京都府レッドデータブック2015 から引用



北山川の蛇行
 北山川は、大台ヶ原山付近に源を発し、上北山村、下北山村から十津
川村、和歌山県、三重県に入り、新宮川（熊野川）となって熊野灘へ
流れる一級河川である。

国土地理院 地理院地図 より引用



 吉野山桜保全活動（吉野町）

 広橋の御葉付イチョウ（下市町）

 赤岩渓谷（よろい岩）（黒滝村）

 洞川エコミュージアム（天川村）

 大台ヶ原（上北山村）

地域の教材

大和ハウスＨＰ
黒滝村ＨＰ
近畿地方環境事務所 から引用



東吉野中学校での実践
 第３学年 「運動とエネルギー」 第５章 エネルギー資源とその利用

 発電方法、エネルギー利用上の課題等について学習した後、「東吉野
村のエネルギー計画を立てる。」ことを課題設定し、グループごとに
エネルギー利用について考えさせた。

 グループごとに計画を発表し、それぞれの課題について話し合わせた。

 東吉野村内で現在行われている発電について紹介し、エネルギーの有
効利用について考えた。



東吉野村でエネルギー計画を推進する会社を設立し、村民に向けてプレゼンテーションをしよう。



つくばね発電所

奈良新聞 2017年８月６日付



つくばね発電所とは
 大正元年「吉野水力電気株式会社」が設立。

 大正３年「つくばね発電所」が稼働。

昭和38年まで、発電機出力45kWの発電が

続けられていた。

 平成27年 新しい建屋の起工式。

 平成29年 新しい建屋、発電機での

発電開始。





自分たちの発表を振り返り、課題を明らかにしよう。

 村内には温泉施設が２ヶ所あるので、地熱
発電が可能ではないかと考えた。

→ いずれも温泉は湧出しているが、沸

かして使っていることが分かった。

 水力、太陽光、太陽熱は、再生可能エネル
ギーなので有効ではないかと考えた。

→ 水量に限りがあること、山間地で日

照時間に限りがあることが分かった。

 発電方法だけでなく、他にも課題がある。



中学校学習指導要領解説 理科編 平成29年6月

第1章 総説 ２ 理科改訂の趣旨 （２）理科の具体的な改善事項

・課題の把握（発見），課題の探究（追究），課題の解決という探究の過程

・探究の過程全体を生徒が主体的に遂行できるようにすることを目指すとともに，生
徒が常に知的好奇心を持って身の回りの自然の事物・現象に関わるようになること

・その中で得た気付きから疑問を形成し，課題として設定することができるようにな
ることを重視

・意見交換や議論など対話的な学びを適宜取り入れていく際，あらかじめ自己の考え
を形成した上で行う

・生徒自身が観察，実験を中心とした探究の過程を通じて課題を解決したり，新たな

課題を発見したりする経験を可能な限り増加させていくことが重要

・理科の面白さを感じたり，理科の有用性を認識したりすること

・次の学習や日常生活などにおける科学的に探究する場面において，獲得した資質・

能力に支えられた「見方・考え方」を働かせることによって「深い学び」に


